
「家庭系ごみ指定袋制度」
の導入について（素案）

弘前市 環境管理課



低炭素社会

循環型社会 自然共生社会

CO2削減

３Rの推進
生き物や
自然を守る

持続可能な社会

資源の有効活用、環境負荷の低減、
生物多様性の保全

私たちと次の世代の人々が豊かに生
きていくことができる持続可能な社
会を実現

ごみの減量化・資源化

ごみ処理施設や最終処分場の延命化による建設費用などの経費削減も期待できる

１．はじめに
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２．ごみ処理の現状

２

（１）家庭系ごみの排出量

出典：一般廃棄物処理実態調査結果（環境省）より作成
※平成２８年度は市が算出した推計値



３

（２）一般廃棄物処理基本計画における目標値

出典：一般廃棄物処理実態調査結果（環境省）より作成 ※平成２８年度は市が算出した推計値

　　　　　　　　　　　　　年　度

　　　項　目 （基準年度） （推計値） （中間年度） （目標年度）

Ｈ２５年度 Ｈ２８年度 Ｈ３２年度 Ｈ３７年度

　　うち
　　家庭系ごみ

目標値

基準年度との差

1,310ｇ

789ｇ

目標値

基準年度との差

　１人１日当たりの
　ごみ排出量

980ｇ 950ｇ

- -146ｇ -330ｇ -360ｇ

1,164ｇ

680ｇ 670ｇ

- -56ｇ -109ｇ -119ｇ

733ｇ



４

（３）ごみ処理経費

①ごみ処理経費の推移
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②１人１年当たりのごみ処理経費の推移

（円）

出典：弘前市「環境保全の概要」

（単位：千円）

合計

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

170,884 189,662 188,456 178,330

収集運搬費

焼却処理費

容器包装処理費

不燃・大型ごみ処理費

埋立処分費

1,920,819

平成２７年度

721,243 709,280 683,589 649,780 669,883

2,093,233 2,205,108 2,157,652 2,040,425

172,087

181,107 193,040 222,658 184,218 180,352

155,292

3,283,076 3,420,032 3,390,220 3,220,123 3,098,433

116,609 122,942 137,865 167,370



５

（４）家庭系（燃やせる）ごみの内訳
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燃やせるごみに占める割合（％）

■燃やせるごみ ■未使用食品 ■資源ごみ（布類）■資源ごみ（古紙類） ■燃やせないごみ

（平成２７～２８年度調査結果）



指定袋制度は、「ごみ処理手数料」を上乗せせず、純粋なごみ袋

代金（製造・流通・販売経費）のみを価格に転嫁するものであ

り、「家庭系ごみの有料化」とは異なります。

３．指定袋制度の概要

６

（１）指定袋制度とは

指定袋制度 有料化

袋の価格のみ

ごみ処理
手数料
＋

袋の価格



７

（２）他自治体の実施状況

①県内自治体の家庭系ごみルールの実施状況

市 町 村 計

有料化 4 11 5 20

指定袋制度 5 9 2 16

計 10 22 8 40

指定なし 1 2 1 4

■「有料化」実施自治体

■「指定袋制度」実施自治体

※燃やせるごみの排出方法を基準に作成。そのため、大

型ごみを有料化している自治体であっても、有料化実施

自治体に含まれていない自治体あり（例：青森市）

※藤崎町の旧常盤地区は指定袋（黒石清掃施設組合）を

採用している。

※10市、弘前圏域定住自立圏内市町村（弘前市、黒石市、

平川市、藤崎町、板柳町、大鰐町、田舎館村、西目屋村）

及び階上町のみ市町村名を表記。

（平成２９年４月現在）



８

②東北地方の人口５万人以上の市の家庭系ごみルールの実施状況

市 割合

有料化 14 32.6%

指定袋制度 20 46.5%

計 43 100.0%

指定なし 9 20.9%

（平成２９年４月現在）



１ ごみの減量化・資源化の推進

２ ごみの分別や適正排出の推進

３ ごみ収集作業の安全確保と迅速化

４ 「ごみの見える化」の推進

９

（３）指定袋の目的



東北地方（人口５万人以上）及び全国人口規模類似市（人口１５～２０万人）における
指定袋制度前後の家庭系ごみ減量効果一覧

※１ 最大減量効果指数は83.3%（16.7%減）
最小減量効果指数は98.3%（ 1.7%減）
平均減量効果指数は92.6%（ 7.4%減）

※２ この一覧では、可燃ごみのみではなく、
資源物も含めた総排出量での減量効果を
算出している。

１０

（４）指定袋制度による減量効果予測
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１１

（５）目標値までの減量イメージ

「家庭系ごみ指定袋制度」の導入による平均削減量

約54.2ｇ

　自治体によりばらつきがあることから、以下の施策を
強化し、減量効果を高めていくことが必要です

　①古紙類の民間回収の推進
　②食品ロス（未使用食品）の削減
　③生ごみの水キリの徹底
　④衣類回収の推進

平成２８年度

（推計値）

平成３２年度

（中間目標）

削減量

５３ｇ

家庭系 家庭系

６８０ｇ７３３ｇ

削減量

５３ｇ



①古紙類等の民間回収の推進

１２

家庭から出た資源物を気軽に持ち込
むことができる拠点の拡大を推進
し、市民の利便性向上を目指しま
す。

無人資源物回収施設の活用推進

（６）減量効果を高める併行施策

宅配便による使用済小型家電回収

家庭で不要になったパソコンや携帯
電話などの使用済小型家電等につい
て、回収を申し込みいただくと、提
携宅配便業者が希望の日時に自宅ま
で回収に伺います。



１３

②食品ロスの削減

外食時の食べきりを呼びかけ

宴会の開始30分間、終了前10分間
は席について料理を楽しみ、食べき
れない料理は仲間で分け合うことで
食べ残しを減らすことができます。

③生ごみの水キリの徹底

多子家族への水キリ器の配布

高校生以下のお子さんが３人以上
いるご家族へ、生ごみを挟み込ん
で水切りできる器具をお配りして
います。



１４

④衣類回収の推進

衣類回収ボックスの設置

回収した衣類は、再利用できるものは、
おもに海外で古着として流通し、それ以
外のものは工業用ウエス（雑巾）として
再生利用されます。

⑤周知広報の強化

ごみに関する専用広報誌の配布
弘前市ごみ減量化・資源化啓発広報誌【vol.1】

青森県のごみは全国に比べ多く、
中でも弘前市のごみは多い状況です。

家庭系ごみ１人１日当たりのごみ排出量（平成23年度～平成27年度）

家庭系ごみの処理費用（平成27年度実績）

処理にかかる費用のおよそ５％をまかなえているんだ。
でも、ごみ処理には収入でまかなえないくらいの多くのお金がかかっているんだね。

ごみ・資源物の処理費用

21億6800万円およそ

１人当たりの
費用

12,000円

資源物の売り払いや発電により得られた収入

およそ1億1500万円

およそ

※ごみの量の割合で按分して算出した推計値です。

１人当たりの
収入
650円 ※ごみ収集で集めた資源物、回収ステーションや回収ボックスで集められた資源物

※弘前地区環境整備センターに搬入された資源物の売払収入を含む。

21億

1億
およそ

資源物の売り払いや、発電により得られた収入で、
どのくらいのごみ処理費用がまかなえているの？

47都道府県中、青森県は39位 でその中でも

40市町村中、弘前市は29位 となっています。

また、全国での順位は、

1718市町村中、1342位（東京23区除く）

となっています。

※平成27年度実績

(グラム)

弘前市のごみが多いことを知っていますか？

平成29年【vol.1】

弘前市ごみ減量化・
資源化啓発広報誌

発行：環境管理課

いまだ、94グラムの
差が開いている 具体的な取り組み内容を掲載し、どのく

らいごみを減らすことができるのかとい
う意識を持って取り組んでいただくきっ
かけとなります。



１５

（７）各施策の減量効果

各施策を実践することで、下記の減量効果が期待できます。

平成２７年度家庭系ごみ排出量754グラムから

食品ロスを減らすと、
１人１日当たりのごみ量 ４１グラム

およそ

生ごみの水切りで、
１人１日当たりのごみ量 １５グラム

およそ

衣類回収ボックスの利用で、
１人１日当たりのごみ量 １３グラム

およそ

およそ

６９グラム



４．指定袋制度の仕組み

①対象とするごみ

②対象としないごみ

ボランティア清掃ごみや剪定枝（木の枝）の取り扱い

ボランティア清掃ごみについては、申請により必要枚数の指定袋を交付する予定です。
また、剪定枝（木の枝）については、指定袋に入れずに、縛って排出可能とする予定です。

・燃やせるごみ
・燃やせないごみ

・容器包装 ・古紙類
・大型ごみ

（１）指定袋制度の対象

１６



（２）指定袋の種類、規格、仕様

④色

①種 類

⑤厚 さ

②容 量

③形 状

⑥その他

燃やせるごみ・燃やせないごみ共通袋（１種類）

１０Ｌ、２０Ｌ、３０Ｌ、４５Ｌ（４種類）

平袋（30Ｌ、45Ｌ）、取っ手付き袋（10Ｌ～45Ｌ）（2種類）

黄色（冬の収集作業の際の見えやすさなどを考慮）

０．０３ｍｍ以上

指定袋の記入欄を設定

１７

町会連推奨袋：０．０２ｍｍ
市販緑色袋 ：０．０１５ｍｍ

現行



記入欄の使用については、収集場所を管理する町会や

集合住宅などによってニーズが異なるため、市において

は、ルールの例示（町会名、大字名、班名、集合住宅で

あれば部屋番号の記入など）のみを行うものとし、ごみ

収集自体は記入の有無に関わらず実施する予定です。

そのため、地域ごとの実情に合わせて、集積所に出す

際のルールを個別に設定することが可能です。

１８

指定袋の記入欄について



指定袋及び外袋イメージ

取っ手付き袋

外袋

平袋

・袋の仕様を表示

（材質、厚さ等）

・容量を表示

・「取っ手」、「平袋」の
いずれかを表示

・１０枚入

１９

※指定袋及び外袋のイメージは平成29年6月時点のイメージ
であるため、今後変更する可能性があります。



（３）販売方法

２０

弘前市 登録製造事業者
市が公表した規格、仕様
を基に指定袋を製造、流
通します。

指定袋の大きさ、
厚さ、色等の規格
や仕様を公表しま
す。

販売店 スーパーマーケットやコンビニ等で
販売を行います。



（４）指定袋制度の開始時期

普段のごみ出しのルールが大幅に変わるこ

とになりますので、制度導入にあたっては、

きめ細やかな周知啓発活動を行う必要がある

と考えています。

２１

指定袋制度の開始にあたっては、ごみ袋

の製造事業者の登録について、募集を行う

必要があるほか、袋の製造、流通に一定の

期間を要します。

平成３０年度中を予定 準備期間が必要に
なります。



５．周知啓発活動

（１）説明会等の開催

（２）様々な広報媒体を活用した効果的な広報の推進

「家庭系ごみ指定袋制度」の導入について（素案）の説明会

を実施し、指定袋制度の概要などを説明します。

また、出前講座等により、町会等以外の各種団体へ説明する

機会を設けます。

広報ひろさきやホームページ、テレビ、ラジオ、新聞などを活用し

て効果的な広報を検討していきます。

また、ごみ減量化・資源化キャンペーンなどの各種イベントの開催

やごみ情報に特化した毎戸配布冊子の作成を通じて、普段ごみに関心

がない人にも周知広報が行き届くような体制を目指します。

２２



弘前市 都市環境部
環境管理課 廃棄物政策係
〒036-8314 弘前市大字町田字筒井６－２

弘前地区環境整備センター管理棟２階

ＴＥＬ：0172-32-1969

平成２９年７月編集


